








































































































































































































































































































































































































































































































































































ＬＡ 1驫蕊！ 遡Ｉ】虹凹 二
図l4Tixierらによるルヴァロア・ポイントの剥離工程
〔Tixier,InizanandRoche,1980〕
図１３Bordesによるルヴァロア・ポイ
ントの剥離工程〔Bordes11961〕
●
１
図１５打点の位置
１，２明確な陵線の基部直下にある打点
３二つの陵線基部のあいだにある打点３●２●
ところで，この識別に際し有効な基準になり得るものとして，ハンマーと石核とが接触する点あるいは域とし
ての打点(pomtofpercussion)の位置5)がある（図15)。
と言うのも，Bordesの“第１ポイント”の場合は別としても，ルヴァロア・ポイントを，石核上に予め準備
きれたＹ字状の陵線に沿って剥離されるポイントであるということで定義することが出来るならば，打点の位
置は不可避的に二つの陵線のあいだに位置するからである。
そこで，形状に於いては，ルヴァロア・ポイントに酷似する三角剥片でありながら，打点が二つの陵線のあい
だにはなくて，例えば，一つの陵線の直下にあり，更にこのことに関連して，陵線の基部が除去されているとい
う様な，石刃剥離に於いて見られる工夫(overhangremoral）を示している場合，この三角形の剥片や石刃をル
ヴァロア・ポイントに類似した剥片あるいは石刃として扱うことが出来る。
（３）“ルヴァロア石刃”の再考
求心的な調整痕を持った長めのルヴァロア石核から，大形で長めの剥片が最終剥離されるとき，この剥片は，
縦長のルヴァロア剥片であり，連続的に剥離された石刃ではないということが言えよう。この縦長ルヴァロア剥
片を，単にその長さと幅の比率(L≧2×Ｗ）によってルヴァロア石刃と呼ぶことも出来る。しかし，その上面に
残る石核調整痕は求心的なものであり，古典的概念規定によるルヴァロア剥片のそれから区別出来ない
〔Bordes,1980〕。
ここで問題となるのは，この様な求心的調整剥離の痕跡を持った長めのルヴァロア石核の，一つのあるいは相
対する二つの打面だけから縦長剥片が連続して剥離された場合である〔Tixier,ImzanandRoche,1980〕。
この様な場合，もともと石核上にあった求心的調整痕は，剥離の進行とともに次第に消失し，平行的な連続剥
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離痕にとって代わられる。そのため，より遅い段階で剥離される縦長剥片は，後期旧石器時代の石刃と区別出来
ないものとなる。そこで，これらの縦長剥片に関しては，それをルヴァロア石刃と呼ぶよりは，むしろ，単に石
刃と呼ぶ方が妥当であると思われる。というのも，若し，これらをルヴァロアとするならば，後期旧石器時代
の，一つのあるいは相対する二つの打面を持った角柱状石核に由来する石刃は，その全てがルヴァロアとして扱
われねばならなくなるからである。
Bordesによれば，後期旧石器時代の石刃技法は，ルヴァロア石刃技法の入念化されたものである〔Bordes，
1971〕とされるが，この入念化とは，単に面取り打面の消失，或いは，石核の断面形の変化だけを意味するので
あろうか。むしろ，縦長剥片が連続的に剥離されている様なルヴァロア技法は，石核の形状，打面の特徴，或い
は連続剥離の開始を容易化させるための石核表面の調整のあり方などは別にしても，その剥離概念に於いては，
後期旧石器の石刃技法と区別出来ないということが考えられ，それ故，この様なルヴァロア石核は，既に，後期
旧石器の石刃連続剥離概念を示しているということが考えられるのではあるまいか。
ところで，後期旧石器時代の所謂“真正石刃”とは一体どのようなものであろうか。
これに関しては，1969年に発表されたFBordesとDCrabtreeの共著に於ける定義づけが有名である〔Bordes
andCrabtree,1969:ｐｌ〕。
彼らによれば，前期及び中期旧石器時代の石刃とは，長さが幅の２倍以上の剥片すべてのことであり，一方，
より発展した石器組成の石刃は，より一層入念な定義を必要とする。即ち，平行あるいは準平行な側辺を持った
特殊な縦長剥片であり，長さは幅の２倍以上，横の断面は－形(plano-convex)，三角形(triangular)，準三角形
(subtriangular)，長方形(rectangular)，或いは台形(trapezoidal）などである。更に，その上面には，縦軸に沿って
走る陵線，及び，それ（石刃）自体の剥離方向と同一の方向に走る剥離痕を持つ。
以上の，BordesとCrabtreeの“真正石刃，，の定義づけによれば，その条件として，その上面に残る剥離痕の
方向は，それ自体の剥離方向と同一でなければならない。即ち，“真正石刃”は，単に単一の打面からのみ剥離
されるということになる。
しかしながら，この定義づけとその解釈は，Bordes自身による他の論文中の記述と矛盾している。
というのも，Bordesはルヴァロア石刃石核が時として後期旧石器の角柱状石核と酷似することを指摘し
〔Bordes,1961:ｐ７２〕，更に，ヨーロッパ後期旧石器時代の中期及び後期ペリゴーディアンの石刃石核の中に，
相対する二つの打面を持つ角柱状石核を図示しているからである〔Bordes,1968:ｐ､62〕(図16)。
鱗
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図１６中期及び後期ペリゴーデイアンの，相対する二つの打面を持った角柱状石核〔Bordes,1968〕
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それ故，“真正石刃”には逆方向による二方向の剥離痕を持つものが含まれるということは明白である。
さて，前述した様に，Bordesは，長さと幅の比率を石刃の－特徴として提唱し（L≧2×Ｗ）〔Bordes,1961〕，
Wymerにしても同様であるのだが(L≧3×Ｗ)〔Wymer,1968〕，石刃を，このような比率とは関係なく，－打
面，相対する二打面などを持つ石核から連続的に剥離される前定縦長剥片であると考えることが出来るのであれ
ば，今後より一層追求されるべきものは，既にBordesとCrabtreeが指摘している石刃の連続剥離性という側面
であると思われる。
この様な観点に立つとき，例えば，或る石器組成に於て，ルヴァロア石核から，縦長のルヴァロア剥片のみな
らず，非ルヴァロア的な縦長剥片が剥離されているようなことが見られる場合，そこには，二つの異なる剥離概
念，即ち，ｌ)単一前定剥片の剥離（ルヴァロア剥離概念）と２)前定縦長剥片の連続剥離（石刃剥離概念）が共
存すると考えることも可能である。
そこで，旧石器時代，特に中期旧石器時代の，ルヴァロア縦長剥片を含んでいる石器組成に関しては，ｌ）
(特に）角柱状石核に求心的な石核調整痕が見られるかどうか，２)後期旧石器的な石刃が見られ，それとルヴァ
ロア縦長剥片のあいだには，出現頻度や大きさの相違が見られるかどうか，という様なことに注意が払われるべ
きである。
例えば，１）の事実が明らかであり，同時に，２）に関して，ルヴァロア縦長剥片の方が後期旧石器的な縦長剥
片（石刃）よりも少数，且つ，大形である，という様なことが見られる場合，これらの縦長剥片は，ルヴァロア
石核から連続剥離されたものであり，そのうち，後期旧石器的なものは連続剥離工程の遅い段階で剥離されたも
のであるということが考えられる。そして又，この一連の縦長剥片は，剥離概念に於いて石刃と呼ぶことが出
来，もはや，古典的概念規定によるルヴァロア縦長剥片ではないと考えられる。
石刃技法が後期旧石器時代になって初めて出現したとする大前提をもって，前期や中期旧石器時代の，より薄
身で幅広い石刃〔Bordes,ｌ９６ＬＰｌ８〕のすべてをルヴァロアとすることには問題があり，そこから生ずる，ル
ヴァロア研究,更には，旧石器研究の混乱は少なくないと考えられる。
おわりに
以上，主にヨーロッパのルヴァロア技法研究史を概観し，同技法に関する若干の問題提起をおこなってきた。
同技法は，Commont以来，Bordesを経て今日に至るまで，永年にわたる難問であったが，今日に於てもその
明確な概念規定を欠くが故に，各人各様の解釈が乱立する状況を見る。
更に，この技法は，いくつかの剥離技法を包含していると考えられ〔Crabtree,1972:ｐ７４〕，それ故，ルヴァ
ロアとされている資料に関しては，例えば，それからルヴァロア以外の技術的要素を除去するというような作業
によって，それ本来の特性を顕現させ，更には，この様な作業を積み重ねることによって，逆に，ルヴァロア本
来の内容を明確にするというような研究が必要とされていると思われる。
本論が同技法の再考に関して何らかの寄与をなし得たのであれば幸いである。
尚，本論は，筆者のＰｈＤ・論文：ＡＴｅｃｈ"oﾉ091℃α/Ｓ”cｶﾉｑ/肋ｅ［ﾉｶﾞﾙγＰαﾉαCOﾉﾉﾉﾉijbMz蛇'１ｔzﾉﾉｳ切りzLezjc/ｓＸＸＶｍ
ＸＩＶｑ/KS”Ａﾉﾚﾉﾉ(1986年度ロンドン大学に提出）の一部を修正したものである。
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〕王
l）これは，極めて大形で長めの石刃を連続剥離するための技法であり〔Bames，
1947〕，金石併用時代の，フランス・Pressigny-le-Grandで盛行した。その第１段階
として，ルヴァロアと呼ぶべき石核表面調整で，長めの石核の長軸に一本の陵線が
準備される。この陵線に沿って第１石刃が剥離される。この様な陵線の作成は，剥
離の方向は逆であるが，石刃技法に於ける，石刃の連続剥離を容易にするための第
１段階としてなされる，原石上にトサカ状の陵線を作成する剥離作業(crestmg）と
同じ機能を果す。第１石刃が剥離きれると，それが残した側辺に沿って，第２，第
３，……の石刃が連続剥離される。ルヴァロア技法とGrandPressigny技法との相
違は，後者が石刃の連続剥離を目的とするものであり，一見ルヴァロアに見える第
１石刃は，最終目的として剥離されるものではなく，石刃の連続剥離の開始として
位置づけられているということである。
2）Ｃ,DortchとFBordesは，オーストラリア西部のルヴァロア技法を報告してい
るが，その中で，いくつかの興味深い事を述べている〔DortchandBordes,1977〕：
“東KjmberleyのOrd渓谷のルヴァロア・ポイント石核には，単一ないし二個のポ
イントが剥離される古典的型式(Bordes,1961：ｐｌ８)，ルヴァロア・ポイント石核
鍾霧？ 醤
rand-Pressigny技法
〔Bames,1947〕
される古典的型式（Bordes,1961：ｐｌ８)，ルヴァロア・ポイント石核と角錐状石核の中間型式，或いは，角
柱状石刃石核とルヴァロア石刃石核の中間型式，などがある。この中で，最も頻繁に見られる中間型式は，ルヴァロア・
ポイント石核と角柱状石刃石核の両者に跨るものである。……中間型式の石核は，中近東のKsarAkil遺跡やJerfAjla遺
跡で，更には，フランスの洪積世遺跡に於いて確認されているが，BSchroederは，この様な石核に対して，JerfAjla型
なる呼称を提唱している｡”〔同書：ｐｐ､4-5〕。
3）剥離順序の同定については，リングやフィツシャーなど
の切断関係の分析が不可欠である。我国に於ては，松沢亜
生〔松沢，1959；1960〕や阿部祥人〔Abe，1976〕によっ
て，剥離面の切断関係に基づいた石器製作工程の復元が発
表されている。ところで，リングとかフィッシャーは，必
ずしも，すべての石材に顕現するものではない。筆者は，
みずから剥離した剥片の接合作業に基づき，後から剥離ざ
３''２
れた面の，前に剥離された面との接線（辺縁）は前者（後
剥離順序の同定（l→2→3）剥離面）内に向かって張り出しているという事を確認し
た。同様な観察は，ＨＬＣｒｅｗによってもなされているＡリングの切り合いＢフイソシヤーの切り合い（1981年，AEMarksの個人的情報による）が，この現象Ｃ陵線の張り出し
は，顕微鏡を使うまでもなく，指の感触で十分観察出来る上，石材の性格とは無関係なので，極めて手頃な観察事項であ
る。
4）D6bitageとは，“二次的加工痕を持つ石器の素材としての剥片類，或いは，二次的加工を施さずそのまま道具として使
用される剥片類を獲得するために，意図的に原石を打割してゆく行為，或いは，この行為から生ずるすべての産物
〔Tbder,1963:ｐ,３２〕，’である。
5）Ｃ・GingeUとPHardjngは，英
守－国・ウィルトシャーのビショップ ニニニーテス・カニングス・ダウンの中期青ﾏﾆﾐﾌﾌ婁遍蕊銅器時代の住居跡から出土した剥 Ｉａ片の分析を行なっている。その研究成果は，剥片の形が石核上の陵線の基部と打点の位置関係によっ
て影響されるという事を示し，
醤篭
鵡灘Lin驚喜鷺署
打点と剥片上の陵線との位置関係
〔GmgeuandHardjng,1981〕
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Ｉｂ型式：打点が明確な陵線の基部からずれるか，或いは，それとネガティヴ・バルブ(negativeHakefacet)のあいだ
にあるときは，Ｉa型式の剥片よりやや幅広で，非平行な側辺を持った剥片がとられる。
Ⅱ型式：打点がそれ以前の打点の直下にある場合は，二本の陵線を持った幅広の剥片であることが多い。
ＩⅡ型式：自然面，或いは，陵線のない平担剥離面の石核表面に由来する剥片は，短かく幅広であることが多い。
これらの四型式の剥片のうち，ＩａとIｂ型式の剥片は，陵線を－つ持った長めの剥片であることが多く，ＩI及びIⅡ型式
の剥片は，短かく幅広の剥片であることが多い〔同書：ｐ76〕。以上の，打点の位置と剥片の形の相互関係の研究は，ル
ヴァロア・ポイントの同定に関しても極めて有効である。というのも，ルヴァロア・ポイントとか石刃など，その形が重
要であるものに関しては，その剥離に際して，極めて入念に打点の位置が設定されたということが考えられるからであ
る。そこで，以上の分類は，ルヴァロア・ポイントや石刃の同定のために応用され得ると考えられる。例えば，Ｉa型式
の打点は石刃剥離に不可欠であり，それが陵線基部の直下にあるため，陵線基部の張り出し部分(overhang）が，ハン
マーなどの衝撃によって砕かれやすく，それ故，打面も破損きれやすい。そこで，この張り出し部分の除去(overhang
removal）という作業が行われる場合が多い。また，Ⅱ型式の変型と言える二つの陵線のあいだにある打点は，Ｙ字状陵線
に沿って剥離されるルヴァロア・ポイントの同定に極めて有効であると考えられる。
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